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か
お
て
か
ら
魚
津
市
防
災
会
議
に
よ
り
、
計
画
立
案
中
で
あ
っ

「

H
E
J

た
本
市
の
地
域
防
災
計
一闘
が
、
こ
の
ほ
ど
県
と
の
協
議
も
と
と
の

…f
t
一

い
決
定
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

一J
U
U
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こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
も
と
づ
き
、
本
市
の
災
信

一
.SE
一

対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧
に
関
す
る
事
項

一;
1
1
4

を
定
め
、
災
害
活
動
を
総
合
的
、
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
、
災

一
件
供
一

山古
か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で

山

E
E
-
-
'
h

す
。
こ
れ
は
4
章
特
節
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
災
中小口

発
作
-と
同
時
に
と
ら
れ
る
泌
急
対
策
な
ど
お
も
な
事
項
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
の
防
災
会
議
で
は
、
今
後
必
要
に
応
じ
て

こ
の
計
画
に
修
正
を
加

え
、
さ
ら
に
効
果
的
な
も
の
に
改
苦
し
て
い
く
方
針
で
す
口

チ
リ
紙
、
最
少
限
の
着
替
え
、
照
明

器
具
な
ど
を
携
行
す
る
。

・
服
装
は
較
装
で
素
足
を
さ
け
、
帽
子

顕
巾、

雨
ガ
ッ

パ
ま
た
は
外
と
う
な

ど
を
携
行
す
る
。

・
貴
重
品
以
外
の
荷
物
は
持
ち
出
さ
な

-
O
 

B
U
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・
平
素
用
意
で
き
る
品
物
は
非
常
袋
に

入
れ
て
お
く
。
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め
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市

災

害

広

報

災
害
時
に
お
け
る
広
報
を
報
導
機
関

に
対
す
る
発
表
と、

直
・
桜
市
民
に
対
す

る
広
報
と
に
分
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
広
報
車
、
農
協
の
有
線
放
送
、

屋
外
放
送
設
備
、
サ
イ
レ
ン
お
よ
び
欝

鐘
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
ピ
ラ
を
作

成
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
広
報
煤
体
を
利

用
し
て
実
施
し
ま
す
。

津魚

避

難

避
難
の
た
め
の
立
ち
の
き
の
納
告
、

指
示
お
よ
び
避
難
所
の
開
設
、
避
難
誘

導
は
市
が
行
な
い
ま
す
が
、
避
難
命
令

は
市
.
長
の
ほ
か
警
察
官
、
海
上
保
安
官

も
行
な
い
ま
す
。
避
難
予
定
場
所
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
避
難
順
序
は
、
病
弱
者
、
老
人

子
供
、
身
体
障
害
者
な
ど
を
.優
先
し
ま

す
が
、
避
難
に
あ
た
っ
て
抗
措
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、

・
応
急
生
活
必
需
品
、
金
品
以
外
は
際

行
し
な
い
こ
と
。

・
避
難
に
支
障
を
き
た
し
、
危
害
を
及

ぼ
す
よ
う
な
も
の
は
携
行
し
な
い
こ

と
。

-
向
動
車
、
柄
小
中
川
畑
を
使
用
し
な
い
で

各
人
が
携
行
で
き
る
も
の
に
限
る
。

乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
平
素
か
ら
心
が
け
て
お

く
こ
と
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

・
氏
名
架

〈住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

胤
液
型
な
ど
)
を
携
行
す
る
。

-
2食
程
度
の
食
閣内
、
水
、

手
ぬ
ぐ
い

(昭和2削月13日)
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食
糧
、
水
、
衣
料
な
ど
生
活
必
需

品
の
供
給

避
難
所
の
非
常
た
き
出
し
は
市
が
行

な
い
ま
す
が
、
被
害
者
に
対
す
る
食
糧

水
、
衣
料
な
ど
生
活
必
.需
品
の
供
給
を

円
滑
に
に
す
る
た
め
、
市
で
は
平
素
か

ら
乙
れ
ら
必
需
品
の
供
給
に
つ
い
て
関

係
業
者
と
連
絡
を
符
に
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
お
よ
び
住

宅
の
応
急
修
理

市
で
は
災
害
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た

被
災
者
で
、
み
ず
か
ら
の
資
力
で
住
宅

の
確
保
が
で
き
な
い
方
に
対
す
る
応
急

仮
設
住
宅
の
建
設
、
ま
た
災
害
に
よ
る

被
害
住
宅
を
応
急
的
に
修
理
す
る
な
ど

居
住
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

医
療
、
助
産
計
画

被
災
者
の
医
療
お
よ
び
助
産
に
必
要

な
救
護
の
確
保
を
は
か
る
た
め
、
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
医
療
救
護
班
が
編
成

さ
れ
ま
す
。
ま
た
災
害
の
規
模
お
よ
び

発
生
状
況
に
応
じ
、
関
係
医
療
機
関
の

救
援
を
要
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
伝
染
病
の
発
生
や

流
行
を
防
ぐ
た
め
、
出
品
者
の
早
期
発
見

や
収
容
患
者
の
輸
送
を
早
く
行
な
い
、

あ
る
い
は
消
説
な
ど
の
防
疫
対
策
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
被
災
地
域
の
環
境

マ
魚
作
高
校

(3
百
刊
)
マ
工
業
向
校

衛
生
の
万
全
を
期
す
た
め
、
ゴ
ミ
や
し

一

1

1

1

1

1

i

l

ー

尿
の
処
理
に
つ
い
て
収
集
車
の
動
員
な

一

ど
の
計
画
も
さ
れ
て
お
り
ま
す。

一

申

し

出

に

よ

る

他
の
公
共
機
関
の
対
策
な
ど

一

補

充

選

挙

人

名

簿

北
陸
電
力
お
よ
び
電
報
電
話
局
の
応

一

急
対
策
も
こ
の
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
災

一

選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
殻
鉛
さ
れ
て

害
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

一
い
な
け
れ
ば
選
挙
権
を
行
使
で
き
な
い

防
疫
お
よ
び
清
掃

す
JO

ま
た
こ
の
ほ
か
、
組
織
、
動
員
、
死
体

の
収
容
、
埋
葬
、
文
教
、
水
防
、
消
防

輸
送
、
相
冗
泌
段
協
力
、
自
術
隊
の
派

遣
要
請
な
ど
の
諸
計
削
も
た
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

…
災
害
復
旧
計
画

…

被
災
者
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

資
金
の
貸
し
付
け
や
市
税
の
減
免
を
は

か
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の
再
建
を
促
進

す
る
た
め
の
融
資
な
ど
の
対
策
を
講
ず

る
ほ
か
、
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

再
び
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を

考
え、

被
害
の
れ
度
や
順
位
な
ど
を
検

討
の
う
え
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

八
避
難
予
定
場
所

V

(
)
内
は
建
物
の
収
容
人
民

月
形
橋
が
永
久
橋
に

月
形
橋
は
伐
小
一
(
上
中
島
)
地
先
に

あ
り
滑
川
市
を
結
ぶ
重
要
な
橋
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
十
小
柄
の
た
め
豪
雨
が
あ

る
た
び
に
流
失
し
、
氷
久
縞
に
か
け
か

え
す
る
よ
う
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

県
で
は
、
訂
年
か
ら
そ
の
建
設
に
着
工

し
、
昨
年
度
ま
で
に
橋
脚
お
よ
び
橋
け

た
の

一
部
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
が
、

残
り
は
今
年
度
中
に
完
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
橋
は
全
長
2
百
出

メ
ー
ト
ル
、
巾
6
メ
l
ト
戸
、
高
さ
9

メ
ー
ト
ル
、
精
台
2
基
と
橋
脚
5
某
か

ら
な
り
、
総
工
事
費
は
や
く
1
惚
円
で

す
。
(
山
内
，真
は
工
事
中
の
月
形
橋
)

市
税
条
例
の
改
正

など

3
議

案

臨

時

市

議

会

で

可

決

附
附
市
議
会
は

4
月
お
日
ひ
ら
か
れ

市
税
条
例
の
改
正
な
ど
3
，
説
家
を
術
議

し
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
改
正
で
は
、
法
人
税
の

改
正
に
と
も
な
い
法
人
市
民
税
の
減
税

を
補
う
た
め
税
率
を
目
分
の

8
・
8
(

現
行
百
分
の

8
・
1
)
に
改
め
ま
し
た

個
人
市
民
税
で
は
、
陣
中
山
者
、
未
成
作

者
、
老
年
者
、
寡
州
の
非
課
税
の
範
聞

を
年
所
得
包
万
円
(
現
行

m万
円
〉
ま

で
と
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
向
動
中
脱

の
税
率
引
き
あ
げ
に
と
も
な
い
問
輪
以

上
の
来
用
料
'
け
勤
中
税
を

4
千
5
百
円

(3
一百
日
)
マ
阿
部
中
学
校
卒
け
3

刊
)
マ
東
部
中
学
校

(2
百
日
)
マ

大
町
小
学
校

(3
百
叩
)
マ
村
木
小

学
校

(
6
百
刊〉

マ
住
吉
小
学
校
(

百
日
)
マ
上
中
島
小
学
校
(
灯
)
マ

松
倉
小
学
校

(百
刊
)
マ
上
野
万
小

選
挙
人
名
簿

登
載
済
通
知
書
を
配
布

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
基
本
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
全
有
権
者

に

「基
本
選
挙
人
名
簿
設
純
一
柄
通
知
書

」
を
5
月
中
旬
に
各
位
借
主
あ
て
配
布

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

満
初
才
に
な
ら
れ
た
人
や
、

消
却
才

以
上
で
魚
津
市
に
転
入
さ
れ
た
人
で
、

自
分
の
名
前
が
械
っ
て
い
な
か
っ
た
り

通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
お

手
数
で
も
選
挙
管
理
委
員
会
へ
と
連
絡

願
い
ま
す
。

の
長

録

こ
と
は
ご
存
じ
の
乙
と
と
思
い
ま
す
。

乙
の
選
挙
人
名
簿
に
は
、
謀
本
選
挙

人
名
簿
と
補
充
選
挙
人
名
簿
の
2
つ
が

あ
り
ま
す
。
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
9
月
山
日
現
在
で
つ
く
ら
れ
る
も
の

で、

3
ヶ
月
以
上
市
内
に
居
住
す
る
も

の
が
登
録
さ
れ
、
補
充
選
挙
人
名
簿
は

基
本
選
挙
人
名
簿
を
補
充
併
す
る
名
で

す
。補

充
選
挙
人
名
簿
は
、
選
挙
の
公
示

が
な
さ
れ
る
日
現
杭
で
、
革
本
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
有
権
者
か

ら
併
出
さ
れ
た

「
補
充
選
挙
人
名
簿
登

録
巾
出
羽
田」

に
よ
っ
て
、
笠
松
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
を
調
査
し
て
つ
く
ら

れ
る
名
簿
で
す
。

こ
の
申
し
出
の
制
度
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
者
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す

る
際
の
手
続
き
と
し
て
、
新
し
く
制
度

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
刀
法
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
該
当

者
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

いにさ天 う301 t'j( l?<:決 ( 
ま恥げ有IItH元|・ )コ Tのに報問視
す千五る 、陀画 、3J阜市j告;.M 1J・

omも刊ので 8円決 易で水 3
をの {Ij1mす百 29を 7Jくは道千
挫で施償 。人万京道 、'Jr円
;設 す抗議 を円 ，泌 を水 ;業)
す 0 11:i度 対の し i設利会に
るな所の 象費ま慌の ;i"l"改
乙おをn にmしす恐補 JT:
と東 地に 給 で た るい H::し
に出元つ 水 、。た大予ま
な ili府にい をや こ め削鉢し
つj也払て 行くれの守のた
で内いは な百は予 l也専 。

-八 ・ 〈
家 I:I'II:Uう挙選 申 に魚入尚人人乙 申
族し書 え人 挙 し 迷 津さ 20が名の し
に I~tll に提名 管 出 し市れ才随併ト|ミl 出
|恨はは出簿理 の たにた以時にし が
りjsi印し技委 方 入居人上でな IUで
ま則慌て録 民 法 住 でき uは き
す とがい 1FI会 V す :(uまさ 、る
。し必た 11¥に る津すれ日 人
て 裂 だ 13あ 人 w0 てみ:V
本でき 」 る で以い悶
人すまに 「 、 外 な民
ま 。す記伺i r，:むか いで
た 。入光 20 ら 次選
は l相の選 二十 II伝の挙

す表治明 ち 用あり いたいかをこに 挙 た名 運 -J 一一竺竺盟欄幽幽幽陸:ヲ':，:Y:A!蝋滋鍋鶴 ぃ 待利 しに 傷 力 全 5 
。者・をるは「いりま運う と l呼もま れま乙 」 が前 !WJ選 議醤圃鹿盟国醸覇醸彊盟国・・脳溢遜霊園歯菌蕗醤障 さ用がよが最の長乙百こ 消 l校制1116学マ 学
を行い乙明らませ動 のこびっとをぎれと 、では此 :dl灘 慰霧関欝頚酒盛器密酒量橿ハれで 簡 つひ近も 7の 50の 垣 I '~ 小) 校片校
選な政 のるれせん の が ろ名 とわ用 ら は 改 こ長 、を 明 |懇饗欝議議踊議翠翻膳霊醸盟国圃E写てき 単 てど交の メグ 万ほ 蕗 |百 学 マ (貝(

川 町制mdZ両日 逆る |融 盤 鱒 圃 園日出口町 グalg矧罰金3
いく正のしう 、のは れるいみそ こい明れど、ま k く 1-欝彊盟罷騒露鑓盤調圃圃-入すとり 装 つの o}レダ鱗型 レ伺 |マ 百 小) 校 マ

同M U符し:EU335堅撃でぱ;三政 挙正 |目i醤醤醤箇醤櫨露罰霞醒た 024露三指 ii此CJL管|喜怒民話
己記〈なき3刊誌ははす22符純 」し劉量盟園田置E題画盤議麗 CZ長おて恒fJ-占偉 |叫 dgs
斤婦別 |し ょに です選 、かた、 きい ]ビて選よ と い 問調圃園田圃闘帽掴園田園E掴竃 l 活 雪 而が道 力さた l 入力 |校布 72学マ校
¥(働 |より新と G 挙公りめ有たう しき挙 くは 11輔 副因園田園田E ダ躍 車地 、路百 9 0 1 ~施)校加 会
、。 私う多しは 」券や 、権の則 いま 」 す l 醐 盟罷輯盟国園田 l がになこの 5 ト 合 77小 マ ( 積 品
マ た 。 く く 変 としす何 者 で 話 選しのる 繍 器 類欝醸麗醸嬬愚鱒覇層圏圃圃圃園園田明感'--' J~l もら れ J員 f!0ン を )学天百 小 )

|附 マ 金当次 小 でで 天 加村 Vg住経片道 上本大白松上 ま万けけよ以 での 11寺 マ . 可匡週置翠圃圃置・国・
到童話昔日 生児 丈高差判II積木誕百問貝下努江 町付定案村長同捜 腸 警察2襲警奇梨在宅整碍33q. ・マ く計引 よ

?者間223マ 年寄 i第思I552532災袋詰 241|lt叩ド盟諸52量は
月 す受行生 ' 後は 1313111111111110101010777n 1はけ同いいでの けの 3は 道 大 村文場場 木〉なかりは ;n'をいは託行滞 カB
26 0 けなワ・ チヒ 1そ 日日日日日日日日日日日日日日 |可いる、。まの 予 ス ら方|時各下町木他所 i9r 製 どり 11さ 11受 0 ぜ 明 な の り
H ていク ン 11寺れ 5 りこ毎 初 す万防 予 れでま 会保 小小町 ま ( 、天み隠 け ひ用い定 の
か くまチ の かぞ 2020 20 19 19 18 18 19 17 17 17 13 12 12月守ま と年め かを接 防 まもで場育学学会 す 分 台 ぴ 尺 尺る 検にま期 皐

お 516服 ?2日 日日日日日日日日日日日日円四 万げ長官警 接 宅寺子主闘校校間(検 ムEド24量 雪焦広重 重
年 いで服 用 11寺小 2727 28 28 26 25 25 26 24 24 24 19 19 19 ~第 o って 種 ぜに漏 種 の が 午 i A査 属 より 様 。尺器 うさらを 品

、用 ま学日日日日日日日日日日 日 日 日 FI 3 て い を ひ 次 3 場 、前 1282726日 製び 、は 、 けれ取次
月 料 法 は で校 !日| いる受受の才 所乙 10日日日日 ま お ば か 畳 てるりの

引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

・
昭
和
泊
年
2
月
引
日
か
ら
臼
年
7
月

お
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

・
昭
和
犯
年
ロ
月
!
日
か
ら
臼
年
2
月

却
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
ま

だ
服
用
し
て
い
な
い
も
の

校
下
別
の
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
す

マ
西
布
施

H
5月
却
日
午
後
1
時

i

2
時

マ
天
神

H
5
月
却
日
午
後
2

附
釦
分

t
3時
初
分
マ
片
貝

H
5

月
引
日
午
後
1
時

i
2時

マ
加
積

H
5月
引
日
午
後
2
時
加
分

I
4時

マ
道
下

H
5
月
別
日
午
後
1
時
i
3

時

マ

経

団

H
5月
刊日
日
午
後
1
時

1
3時
マ

松

倉

HH
5
月
お
日
午
後

1
時

1
3時

マ
上
中
島

H
5
月
お

日
午
後
1
時

i
3時
マ
上
野
方
H

5
月
お
日
午
後
1
時

i
2
時

マ

住

吉川
H
5
月
お
日
午
後
2
附
加
分
i
3

時
叩
分

マ
村
木

H
5
月
幻
日
午
後

1
時

1
3時

マ
木
江

H
5
月
幻
日

午
後
1
時
i
3附
マ
大
町
日
5
月

m
A
日
午
後
1
附
J

3
附

福

祉

年

金
6
日
か
ら
支
払
い

老
令
、
障
害
、
母
子
の
各
福
祉
年
金

の
5
月
期
の
支
払
い
は

5
月
6
日

m
木

)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

マ
:・
年
金
を
受
け
ら
れ
る
万
は
、
鉦
書

に
抑
し
で
あ
る
印
策
を
お
持
ち
の
う

え
、
証
書
に
記
入
し
て
あ
る
郵
便
局

で
年
金
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
・:
都
合
で
本
人
が
郵
便
局
へ
行
け
な

い
と
き
は
、
代
聞
の
万
で
も
差
し
つ
・

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
:・年
金
を
受
け
終
っ
た
万
は
、
市
佼

所
市
民
課
年
金
係
へ
、

福
祉
年
金
証

書
と
印
鑑
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
松
倉
、
上
野
刀
、
片
貝
、
経

団
、
天
神
、
一曲
利
施
地
区
の
万
は
、

連
絡
所
へ
提
出
願
い
ま
す
。県

の
あ
ゆ

ぁ
ゅ
の
許
可
証
更
新

ι採
捕
許
可

手
続
き
は
内
固
ま
で

証
(
て
ん

か
ら
、
投
網
な
ど
)
を
お
持
ち
の
万

は
、
更
新
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ひ
き
つ
づ
き
許
可
証
を

必
要
と
さ
れ
る
万
は
、
5
月
内
日
ま

で
商
工
水
産
課
水
産
係
(
水
族
館
内

)
で
印
鑑
、
許
可
証
を
お
持
ち
の
う

え
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

5
日
か
ら
児
箪
福

巡

回

児

童

社
週
間
が
は
じ
ま

相
談
所
開
設

り
ま
す
が
、
日
才

未
満
の
万
を
対
象
に
、
5
月
6
日
午

前
9
時
加
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
市

社
会
福
祉
事
務
所
で
巡
川
児
単
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。



(2) 

日
日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運
動

(昭末荊利|日|
郊 3刷到lゆ似i比4物勿III沼t頁可[ 

陽
気
が
暖
か
く
な
る
と
と
も
に
日
に

日
に
交
通
事
峨
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
と
し
の
富
山
県
の
交
通
事
政
は
、

昨
年
を
は
る
か
に
上
ま
わ
り
、
市
内
で

も
、
も
う
3
人
が
死
亡
し
、
日
数
人
の

け
が
人
が
で
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
人
災
で
、
こ

れ
を
な
く
す
る
に
は
、

「
正
し
い
運
転

正
し
い
歩
行
」
を
ま
も
り
、
運
転
す
る

人
も
、
道
を
歩
く
人
も
、
お
互
い
が
平

凡
な
正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
身
に
つ

け
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
交
通
事
故
を
防
ぐ
方
法
な
の
で
す
。

正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
が
5
月
日
日
か
ら

m日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
魚
津
市
で
も
市

民
総
ぐ
る
み
運
動
と
し
て
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
方
に
は
、
こ

の
期
間
中
に
身
に
つ
け
た
交
通
の
き
ま

り
を
、
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
と
く
に
次
の
乙
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

八
道
を
歩
く
と
き
は

V

.
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
は

右
端
通
行
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
道
を
横
ぎ
る
と
き
は
、
近
く
の
横
断

歩
道
に
よ
り
、
必
ら
ず
片
手
を
あ
げ

注
意
し
て
わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
す
ぐ
前
や

惨
か
ら
道
路
を
わ
た
っ
た
り
、
斜
め

に
わ
た
る
乙
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
0

.
信
号
機
の
信
号
は
正
し
く
守
り
ま
し

よ-っ。

八
運
転
者
は

V

・
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
通
っ
て
い
る

報広市j章魚日発 行昭和40年 5月 i

戸
籍
謄
抄
本
は

崎努

な
ぜ
住
所
地
で
出

せ
な
い
の
か

(第225号〉

就
職
の
こ
と
で
、
急
い
で
戸
新

勝
本
が
必
.
裂
に
な
っ
た
の
で
、

市
役
所
へ
行
っ
て
交
付
の
請
求
を
し

た
が
、
本
絡
が
当
市
に
な
い
か
ら
杭

接
本
籍
地
の
市
町
村
役
場
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
と
こ
と
わ
ら
れ
た
。

わ
た
し
は
住
民
援
録
の
手
続
き
も
し

て
お
り
、
市
民
税
も
納
め
て
い
る
の

に
了
解
で
き
な
い
。
速
い
本
籍
地
ま

で
手
紙
で
請
求
し
て
い
て
は
、
至
急

の
場
合
、
間
に
あ
わ
な
い
。
今
後
い

っ
さ
い
の
手
続
き
は
現
住
所
で
聞
に

問

と
き
は
、
必
ら
ず
そ
の
前
で

一
川
一行

止
す
る
こ
と
。

・
制
限
速
度
を
こ
え
ず
、
除
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で
は
除
行
を
怠

ら
な
い
こ
と
。

・
キ
l
プ
レ
フ
ト
(
道
路
左
側
部
分
の

左
側
進
行
)
を
守
り
、
側
…
即
な
追
い

越
し
を
し
な
い
。

・
無
免
許
、
酒
の
み
逆
転
は
絶
対
し
な

い
こ
と
。

・
そ
の
ほ
か
交
通
法
令
を
正
し
く
ん
す
る

こ
と

D

八
商
府
、

一
般
家
庭
で
は

V

・
道
路
に
自
転
車
や
自
動
市
、
そ
の
ほ

か
の
物
の
欣
置
に
よ
っ
て
交
通
の
妨

告
と
な
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
。

・
町
内
で
自
主
規
制
と
な
っ
て
い
る
中

央
通
り
(
午
前
中
は
滑
川
市
側
に
午

後
は
黒
部
市
側
に
)
と
山
万
町
(
渉

進
側
の
み
に
)
の
恥
市
刀
法
は
お
互

い
に
正
し
く

γり
ま
し
ょ
う
。

道
下
公
園
で
き
る

道
下
保
育
園
棋
に
こ
の
ほ
ど
百
日
万

円
の
費
用
で
第
6
H
V
道
下
公
闘
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
広
さ
や
く
5
千
一千
万
メ

ー
ト
ル
'、
中
央
に
は
水
遊
び
場
に
な
る

大
き
な
徒
渉
池
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
、

す
べ
り
台
、
オ
l
シ
ョ
ン
ウ
エ
ー
ブ
な

ど
の
遊
園
器
具
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
桜
や
ツ
ツ
ジ
百
印
本
を
相

ぇ
、
周
囲
に
は
花
駒
を
設
け
四
季
の
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(写
真
は
道
下
公
園
の
徒
渉
池
)

あ
う
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

(
一
市
民
)

あ
な
な
た
の
よ
う
な
ご
意
見
は

市
民
課
の
窓

μ
で
も
、
よ
く
き

く
こ
と
で
す
。

簡
単
に
お
符
え
し
ま
す
と
、

一円
知
と

い
う
の
は
、
身
分
関
係
を
公
証
す
る

も
の
で
、
同
の
事
務
で
す
が
、
市
町

村
長
が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
で
編
成

さ
れ
、
正
問
2
通
つ
く
り
、
正
木
を

市
町
付
皮
易
亡
、
刑
本
・
ま
也
刀
去
涜

]
}
J
1
1
1

i
;
l
l
;
i
l
 

局
に
保
存
し
て
あ
り
ま
す。

こ
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
は
、
戸
絡
を

保
作
し
て
い
る
市
町
村
佼
場
、
い
わ

ゆ
る
本
籍
地
で
な
け
れ
ば
作
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
戸
籍
謄
抄
本
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
早
め
に

木
綿
地
の
市
町
村
佼
場
へ
請
求
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

答

市
の
い陀
米
改
比
刈
策
本
部
で
は
4

ハ

日
日
市
民
会
航
で
閃
係
機
関
が
保
ま
り

協
議
会
を
ひ
ら
き
、
こ
と
し
の
陀
米
改

良
一
事
業
実
施
計
剛
を
決
め
、
強
力
に
抗

逃
す
る
乙
と
を
山
叩
し
あ
わ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
附
利
鈎
年
一昨

米
は
、
成
家
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず

天
候
も
わ
ざ
わ
い
し
て
、
史

上
最
低
の
等
級
に
な
り
ま
し

ど

た
。
こ
の
原
因
の
第

一
は
、

;

依
然
と
し
て
胴
川
れ
の
先
住

え

に
よ
る
も
の
で
す
。

L
」

最
近
、
早
生
の
作
付
耐
約

十

が
哨
加
し
次
第
に
早
川
帆
え
の

前
山
[

傾
向
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て

〉

両
組
附
に
刈
り
取
ら
れ
る
も

G

の
が
多
く
、
ま
た
兼
業
化
が

苛
竜

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
刈

J

-

り
取
り
労
力
の
不
足
を
も
た

ロ聞

ら
し
、
適
期
刈
り
取
り
を
閑

難
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
胴
川

れ
発
生
の
お
も
な
原
悶
と
認
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
こ
と
し
の
産
米
改
・
民
抗
進
の

重
点
を
次
の
よ
う
凡
ぎ
め
ま
し
た
。

マ
品
質
の
向
上

稲
作
後
半
の
管
期
に
重
点
を
お
き
、

刈
り
取
り
の
能
率
を
は
か
り
、
適
当

な
乾
燥
に
よ
っ
て
胴
割
れ
を
防
ぎ
、

品
質
の
向
上
に
つ
と
め
る
ロ

マ
品
種
の
統
一

焚
仙
川
郡
に
よ
る
売
り
波
し
を
す
る

一

た
め
、
奨
励
川
柿
と
し
て
、
ホ
ワ
ネ

ン
ワ
ヒ
、
也
前
ワ
七
、
県・出
1
り
、

一

1
1

ι

J

31
 

ヨ
モ
マ
サ
リ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ク
サ

-

プ
ェ
、
新
大
正
初
を
、
ま
た
保
奨
励

一

日
栴
と
し
て
一
如
水
2
号
、

一

コ
ガ
、ネ
モ
ナ
と
す
る
。

産米改良突施計四きまる

マ
量
目
の
確
保

.正
し
い
最
け
を
限
似
す
る

た
め
、
間
以
協
な
ど
に
計
量

肌仰の
診
断
持
孔
(
を
そ
な
え

早
く
診
断
と
修
則
を
行
な

う
と
と
も
に
、
一汁川
島一
川
に

包
装
重
量
を
再
確
認
し
、

量
日
の
泊
.
正
を
は
か
る
。

そ
の
あ
と
羽
年
度
の
う
ま

い
米
づ
く
り
.
俊

a

以
生
陀
者

な
ど
を
表
移
し
ま
し
た
。

〈
催
凡
作
作
者

V
H
石
坂
消
(
住
市
)

構
U
欽
平
(
升
万
)
刷
削
栄
作
(坪
野
)

石
川
喜
代
治
(
石
恒
)
石
川
繁
次
郎

(
石
刷
新
)
鹿
伊
凶
郎
(児
谷
)
北
与

八
(市
出
)
辻
三
郎
(青
島
)
宮
川
勝

山口
(
終
回
)
山
田
常
作
(東
山
)
谷
口

市
三
郎
(
日
尼
)

〈汗川
刷
出
符
催
良
川
体

V
H
一大
川
股
陥

東
山
生
産
組
合

一

山
で
は
小
川
胤
似
事
業
者
を
刈
象
に
本

一年
皮
も
次
の
よ
う
に
小
川
市
業
資
金
の

一
あ
っ
旋
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
マ
借
り
ら
れ
る
者

一
・
以
則
と
し
て
川
市
川
使
川
す
る
従
業
は

の
数
が
別
人
(
商
業
ま
た
は
サ
l
ピ

-

ス
業
を
お
も
な
一卒業
と
す
る
場
合
は

-

5
人
〉
以
下
の
事
業
者

一
・
1
年
以
上
継
続
し
て
同
じ
事
業
を
し

か
つ
税
の
完
納
者

一一〉
貸
付
限
度
お
よ
び
期
間

で
す
か
ら
本
絡
を
住
所
地
に
移
し
て

一
・
迎
転
資
金
リ

一
事
業
者
あ
た
り
叩
万

お
け
ば
今
惨
何
か
と
便
利
で
す
。

一

川
以
内
ハ
1
年
以
内
)

本
籍
の
異
動
は
、
本
籍
地
か
ら
2
通

-
-
I
仙
資
金
H

一
事
業
者
あ
た
り
日
万

の
戸
籍
謄
本
を
と
り
、
住
所
地
の
市

一

円
以
内

(
2年
以
内
)

町
村
俊
場
へ
い
似
緒
川
を
す
れ
ば
す
み

一
一V
抑
保
お
よ
び
保
証
人

ま
す
。

一
・
川
畑
保
が
原
則

マ
:・
次
に
住
民
主
誌
に
つ
い
て
お
し
ら

一
・
辿
借
保
証
人
1
名
以
上
(
法
人
は
代

せ
し
ま
す
l
J

仕
民
角
川
録
は
、
住
所
地

一

表
者
側
人
の
述
術
保
町
)

の
市
町
村
で
住
民
の
住
居
関
係
を
公

一マ
利
率
お
よ
び
保
託
料

証
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
運
転
免

一
・
利
一部
は
日
歩
2
銭

2
回
以
内

許
を
と
る
と
き
と
か
、
売
買
関
係
の

一
・
保
託
料
は
日
歩

3
m

加は
記
、
同
町
関
係
の
証
明
な
ど
は
、

一

住
民
託
銀
法
に
も
と
づ
く
住
民
京
の

一

宇

小

企

業

設

備

腕
抄
本
で
間
に
あ
い
ま
す
。
ま
た
選

一

)
¥
.
-
J
i
-
-
d

小
人
名
簿
は
住
民
河
川
を
菜
と
し
て

一

近

代

化

資

金

貸

付

つ
く
ら
れ
ま
す
。

一

な
お
他
市
町
村
よ
り
市
内
に
転
入
さ

一

県
で
は
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

れ
た
と
き
は
、
同
日
以
内
に
転
入
の

一
の
借
入
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

手
続
き
を
し
な
い
と
、
場
合
に
よ
っ
一〈
申
込
者
の
資
格
〉

て
は
処
洞
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す

一
・
県
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
場
を
も
ち

小
口
事
業
資
金

を
あ

っ
せ
ん
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千
似
川
被
、
低
ぷ
性
心
付
機
燐
製
剤
千
仙

波
の
混
合
般
を
1
ア
ー
ル
'
(初
同町)

あ
た
り
叩
リ

ッ
ト
戸

(
5
升
5
合
)

を
散
布
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
o

v畑
苗
代
の
生
育
中
の
雑
草
防
除

稲
簡
に
は
安
人
心
で
ノ
ピ
工
、
そ
の
ほ

か
の
雑
植
を
殺
す
力
が
強
い
除
市
刑

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
D
C
P
A
(

ス
タ
ム
乳
剤
)
お
%
で
す
。

モ

V
除
紙
後
の
管
理

紙
を
と
っ
た
あ
と
は
水
山
代
と
同
じ

作
仰
に
な
り
ま
す
が
、
除
紙
し
た
山

は
忽
に
気
回川
の
低
い
状
態
に
お
か
れ

ま
す
の
で
、
山
地
い
日
は
水
を
深
水
に

し
て
保
護
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ま
た
な
る
べ
く
山
を
.
似
く
す
る
た
め

に
は
、
阪
い
円
は
で
き
る
だ
け
浅
水

に
し
て
、
校
は
深
水
に
す
る
な
ど
除

紙
後
は
水
特
則
を
完
全
に
し

て
く
だ
さ
い
。

一

農

作

業

メ

と
く
に
除
紙
後
の
強
い
風
は

山
を
傷
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一

A
3
4

ド
、
〉
巴
「

k

l

深
水
に
し
て
お
き
ま
す
。
そ

一

寸
f
d
l
じ

=

一
‘
.
ノ

J
4

の
後
、
市
の
成
長
に
と
も
な

い
浅
水
本
位
と
し
て
従
長
軟
弱
化
す

〈
使
用
方
法
〉

る
の
を
お
さ
え
、
硬
い
丈
夫
な
山
に
稲
の
市
が
本
葉
数
2
枚
J
3
枚
に
生

仕
上
げ
る
よ
う
に
符
却
し
ま
す
。

育

し
、
雑
草
が
休
え
そ
ろ
っ
た
こ
ろ

V
田
植
前
の
総
合
防
除

使
用
し
ま
す
。

ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ
バ
イ
、
ヒ

メ
ト
ビ
ウ

〈
使
用
量
〉

ン
カ
な
ど
や
附
イ
毛

チ
病
が
前
代
米

間
ア
ー

ル

(1
.民
必
)
あ
た
り
あ
%

別
に
発
生
し
ま
ず
か
ら
出
組
前
の
川
の

D
C
P
A
6
百
グ
ラ
ム
を
水
印

t

代
総
合
防
除
を
徹
氏
し
な
く
て
は
な

百
リ
ッ
ト
ル
に
溶
か
し
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。

薬
剤
と
し
て
は
水
銀
剤

八
散
布
法
V

高
等
技
能
学
校
が
開
校

県
立
魚
津
高
等
技
能
学
校
は
、
川
緑

地
内
に
建
設
中
で
し
た
が
、
3
月
末
に

完
成
し
、
4
月
ロ
日
に
米
・
資
多
数
を
迎

え
開
校
式
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
学
校
で
は
、
機
械
、
・
浴
接
利
印

名
の
生
徒
が
、
1
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の

技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
熱
心
に
訓
鰍

を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
こ
れ
か
ら
新
し
い
技
能

分
務
者
の
養
成
に
大
き
な
役
訓
を
果
す

も
の
と
則
符
さ
れ
て
い
ま
す
。

(写
実
訓
練
に
励
む
浴
政
利
生
徒
)

土
が
乾
い
て
い
て
稲
の
葉
の
露
が
な

く
な
っ
て
か
ら
加
川
悦
湯
機
で
純
明

に
薬
液
が
つ
く
よ
う
に
む
ら
な
く
倣

-

利
し
ま
す
。

こ
の
た
び
勤
労
将
の
た
め
に
閣
の
機

八
使
川
上
の
佐
越
V

一関
の
雇
用
促
進
引
業
凶
が
、
昨
年
7
月

・
ヒ
エ
そ
の
ほ
か
の
雑
市
が
大
き
く
な

一
か
ら
中
新
川
郡
水
柄
町
に
建
設
中
の
鉄

ら
な
い
う
ち
に
散
布
し
ま
す
。
ノ
ビ

一筋
4
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
2
似
(
即
位

エ
の
葉
数
で

2
t
3
枚
科
皮
の
こ
ろ

一帯
分
)
が
近
く
完
成
し

、
5
月
中
旬

、1
0

-

カ
」
し

一
に
は
入
居
で
き
る
見
と
お
し
と
な
り
ま

・
的
を
脱
く
育
て
る
よ
う
に
換

μ
一し
た
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
公

に
注
意
し
て
丈
夫
な
的
に
薬
を

一共
職
業
安
定
所
へ
お
巾
し
込
み
く
だ
さ

使
う
こ
と
。
市
が
軟
弱
で
は
毅

一
い
。

告
が
お
き
枯
れ
る
お
そ
れ
が
あ

一マ
入
居
で
き
る
万
H
つ
ぎ
の

ωか
ら

ω

り
ま
す
。

-

ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
万
で
す

・
殺
山
、
殺
附
剤
、
肥
料
と
の
出

↑

ω安
定
所
の
紹
介
で
就
服
し
た
た
め
、

川
ま
た
は

7
t
m日
以
内
の
併
用
は

一

あ
る
い
は
就
職
す
る
た
め
に
住
尉
を

楽
山
内
を
お
こ
ヲ
か
ら
ざ
け
て
く
だ
さ

一

変
.史
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
万
。

ぃ
。

一

ω就
職
す
る
地
域
に
適
当
な
住
民
が
な

・
な
る
べ
く
風
の
な
い
阪
か
い

H
を
選

一

く
て
闘
っ
て
い
る
万
。

ん
で
裂
を
政
利
し
ま
す
。

一

ω家
賃
の

5
併
以
上
の
年
収
が
あ
っ
て

同

!

!

一

家
賃
の
支
払
い
能
力
が
あ
る
方
。

入
以
級
品

Fηリ
.
，

一凶
扶
養
親
族
の
あ
る
万
で
就
職
後
も
そ

(M
q
JhN

一

の
人
ら
と
同
印
す
る

H
o

{

i

i'

一
{〉
家
賃
、
貸
与
期
間

一
・
家
賃
は
月
3
千
3
百
円
で
す
。

入
居

一

の
際
に
は
家
賃
の
2
月
分
の
敷
金
を

一

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
Q

一
・
貸
与
期
間
は
、
原
則
と
し
て

2
年
米

一

満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

こ
の
宿
舎
1
斤
は
6
畳
、

μ
闘賞
、
治

一濯
な
ど
が
あ
り
、
国
鉄
水
橋
駅
よ
り
徒

一渉
で
5
分
く
ら
い
の
場
所
に
あ
り
ま
す

移
転
就
職
者
の
宿
舎

ご

案

内

寄

付

東
部
中
学
校
よ
り
|
|

県

外

修

学
旅
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を


